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■会 社 名 称
■本社所在地
■代 表 者
■設 立 年 月

KTX株式会社
愛知県江南市安良町地蔵51番地
代表取締役社長　野田　太一
昭和５０年６月（創業　昭和４０年１月）

会社概要

　独自開発した新技術で、
一般的な技術と比較し、製
造工程・使用年数・作業人
員などのコスト削減効果に
優れ、自動車の量産金型の
製作においても、環境負荷
低減の効果で高い評価。

　国内の人口関節の約80％
は輸入品であり、災害など
で輸入がストップする恐れ
もあります。医師免許を持
つ野田社長の知見を生かし
て、国産の人口関節の開
発・製造に取り組みます。

　近年の大型台風や集中豪
雨による浸水などによる建
物被害の増加を受け、玄関
先に容易に設置できる止水
板を開発。水の侵入も微量
で、被害を最小限にするこ
とが可能です。

愛知県江南市にあるKTX株式会社本社工場

製品紹介 ポーラス電鋳

止水板 人口関節

　確かな技術力で生み出される世界に誇れる
製品の数々。日々、積み重ね培われた技術力
で作られる製品は、どれも高い評価を得る逸
品。ここでは、その中でも特に主力の製品を
紹介します。

国
内
・
海
外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
認
め
た

世
界
水
準
の
独
自
の
技
術級

車
な
ど
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や

イ
ン
パ
ネ
部
分
の
皮
革
調
の
内
装

を
本
革
の
よ
う
に
見
せ
、
短
時

間
で
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
で

き
る
技
術
で
す
。
穴
あ
き
電
気

鋳
造
業
界
で
は
、
90
％
強
の
世

界
シ
ェ
ア
を
有
し
て
お
り
、
世
界

で
も
３
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会
社
は
、
自
動

車
の
み
な
ら
ず
、
航
空
機
や
医

療
機
器
の
金
型
も
製
造
し
て
お

り
、
ポ
ー
ラ
ス
電
鋳
を
は
じ
め
と

し
た
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に「
グ
ロ
ー
バ
ル

ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
１
０
０
」に

認
定
、
２
０
１
７
年
に
会
長
が

「
旭
日
双
光
章
」を
受
賞
、
２
０

２
０
年
に「
地
域
未
来
牽
引
企

業
」に
認
定
さ
れ
る
な
ど
数
々
の

受
賞
歴
か
ら
国
内
外
で
高
い
評
価

を
得
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
戸
工
場
で
は
こ
れ
ま
で
培
っ

た
技
術
力
を
結
集
し
、
新
た
な

事
業
分
野
と
な
る
人
口
関
節
を

始
め
と
す
る
医
療
機
器
の
製
造

を
行
う
予
定
で
す
。

　

主
に
金
型（
金
属
で
制
作
し
た

型
枠
）を
製
造
す
る
Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式

会
社
。
自
動
車
内
装
部
品
の
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
や
イ
ン
パ
ネ
関
係
の

金
型
が
主
力
で
す
。Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式

会
社
が
作
る
金
型
は
世
界
中
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
そ
こ

に
は
独
自
の
技
術
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

創
業
者
の
野
田
泰
義
会
長
が

世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
ポ
ー
ラ

ス
電
鋳（
穴
あ
き
電
気
鋳
造
金

型
）は
、
国
内
外
の
ほ
と
ん
ど
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
採
用
。
高

K T X 株式会社

文
化
観
光
商
工
部
企
業
立
地
推
進
室（
☎
22-

９
１
４
２
）

メ
イ
ド・イ
ン・
平
戸
を
世
界
へ

特
集

問

特 集
　 　メイド・イン・平 戸を世 界 へ 　

■従 業 員 数
■事 業 内 容

■売 上 高

220人
自動車、航空機、医療機器および住宅設備生
産用の金型製造並びに各種生産設備機器製造
39億7,600万円（令和２年４月期）

詳細な企業情報は
コチラから

令
和
３
年
３
月
吉
日
。
平
戸
市
工
業
団
地
に
世
界
に
誇
れ
る
技
術
力
を
も
っ
た
企
業
が
進
出
す
る

こ
と
が
決
定
。
会
長
が
一
か
ら
作
り
上
げ
た
高
い
技
術
力
と
社
長
が
培
っ
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
力
の
高
さ
で
、
日
本
国
内
に
限
ら
ず
世
界
中
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
飛
行
機
メ
ー
カ
な
ど
の
受

注
を
一
手
に
引
き
受
け
る
Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会
社
。
今
回
は
、Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会
社
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



Hirado City Public Relations,2021.５7

Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会
社
の
生
い
立
ち
と
現
在
の

主
力
事
業
と
は

　
　

こ
の
た
び
は
、
新
た
な
生
産
拠
点
と

し
て
平
戸
市
を
選
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
　

そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

い
て
、
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
実
は
、

九
州
に
は
縁
が
あ
り
、
私
が
元
自
衛
官
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
福
岡
県
久
留

米
市
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
は
医
師
免
許
も
持
っ
て
お
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
佐
世
保
市
の
病
院
で
勤
務

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
旅

行
で
平
戸
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
自
然
豊
か

で
、
平
戸
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
　

自
衛
官
、
医
者
と
異
色
の
経
歴
で
驚

き
ま
し
た
。

　

会
社
の
生
い
立
ち
や
現
在
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
　

昭
和
40
年
、
仏
壇
金
具
製
造
業
と
し

て
１
人
で
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
50

年
に
法
人
化
し
て
か
ら
す
ば
ら
し
い
お
客

様
や
社
員
に
恵
ま
れ
自
動
車
内
装
品
金
型

を
製
造
す
る
な
ど
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
愛
知
県
に
本
社
、
江
南
工
場
、
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テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
犬
山
工
場
が
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
韓
国
に
製
造
拠

点
、
中
国
に
営
業
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
事
業
は
、
先
代
が
開
発
し
た

ポ
ー
ラ
ス
電
鋳
を
柱
と
し
た
、
電
鋳
金
型

の
製
造
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
お
り
、
国
内

外
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
製
品
を
納
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

電
鋳
金
型
の
中
で
も
穴
あ
き
電
鋳
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
は
、
業
界
で
90
％
強
の
世
界

シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
当

社
を
含
め
て
３
社
し
か
な
い
ん
で
す
。

　

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
テ
ィ
ア
１

（
１
次
下
請
け
）と
し
て
、
お
客
様
か
ら
技

術
力
を
ご
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
戸
進
出
の
決
め
手
と
は

　
　

ま
さ
に
、
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
事
業
を

展
開
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
た

び
、
新
た
な
拠
点
と
し
て
平
戸
市
を
選
ん

で
い
た
だ
い
た
訳
で
す
が
、
決
め
手
に

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

　
　

平
戸
市
に
進
出
を
決
め
る
前
に
、
県

産
業
振
興
財
団
か
ら
長
崎
県
内
の
企
業
を

紹
介
さ
れ
、
そ
の
企
業
に
水
害
時
に
店
舗

玄
関
に
取
り
付
け
る
止
水
板
の
製
造
を
委

託
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
企
業
の
技
術
力

の
高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

財
団
か
ら
平
戸
市
工
業
団
地
を
紹
介
い
た

だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
工
業
団
地

を
視
察
し
、
自
然
豊
か
な
環
境
で
地
盤
が

強
固
な
こ
と
、
西
九
州
道
を
利
用
し
て
北

部
九
州
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
こ
と
、

東
ア
ジ
ア
に
近
い
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
や
市
の
担
当

者
の
丁
寧
で
熱
心
な
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

立
地
を
決
め
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
工
業
団
地
の
敷
地
の
広

さ
も
大
き
な
魅
力
で
し
た
。
最
初
は
、
小

さ
な
工
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す

が
、
拡
張
の
余
地
が
十
分
に
あ
り
ま
す
の

で
、
敷
地
を
十
分
に
生
か
せ
る
よ
う
に
事

業
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
長
崎
平
戸
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
」の
事
業
内

容
と
は

　
　

将
来
が
楽
し
み
で
す
。
平
戸
市
工
業

団
地
は
高
台
に
位
置
し
、
津
波
や
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
の
心
配
も
な
く
、
自
然
豊

か
な
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
の
で
、
新
た

な
ア
イ
デ
ア
や
技
術
が
生
ま
れ
や
す
い
環

境
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
西
九

州
道
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
予

定
さ
れ
て
い
る
最
寄
り
の
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
車

で
７
分
ほ
ど
の
距
離
で
す
。

　

で
は
、
平
戸
市
の
工
場
で
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

平
戸
工
場
の
名
称
は「
長
崎
平
戸
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
」と
命
名
し
ま
し
た
。
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
は
研
究
所
と
い
う
意
味
で
す
。

平
戸
市
で
は
当
社
の
新
規
事
業
を
研
究
・

開
発
し
、
新
し
い
製
品
を
作
り
だ
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

人
工
関
節
や
人
工
骨
の
製
造
を
メ
イ
ン
に

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
を
製
造
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
人
工
関
節
か
と
言
う
と
、
国
内

で
は
人
工
関
節
の
使
用
者
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
が
、
実
は
８
割
以
上
は
輸
入
製
品

な
ん
で
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
部
品
や
材
料
の
調

達
・
供
給
網
）の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に

な
り
、
国
産
化
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

こ
の
事
業
を
平
戸
市
で
や
ろ
う
と
決
断
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
業
で
あ
る
自
動

車
や
航
空
宇
宙
関
連
製
品
の
開
発
・
製
造

も
す
る
予
定
で
す
。

　
　

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
平
戸
の
製
品
が
国

内
外
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

医
療
機
器
の
製
造
は
平
戸
市
に
と
っ
て
も

新
た
な
分
野
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
関
連
企

業
や
関
連
産
業
を
呼
び
寄
せ
る
力
を
お
持

ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会
社
の
進
出
決
定
は
、
製

造
業
で
は
14
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ

地
域
と
と
も
に
成
長
で
き
ま
す
よ
う
に
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

KTX会長・社長、平戸市長の３者鼎談
ていだん

黒黒

黒

黒

黒

社

黒

社

社

KTX株式会社の野田会長、野田社長に
平戸市へ企業進出した理由や平戸のイ
メージなどについて聞きました。

KTX株式会社立地発表式

野田　太一 社長

野田　泰義 会長

社

社

会

　３月23日、KTX株式会社の平戸市への立地発表
式がホテルニュー長崎で行われました。
　発表式には、ＫＴX株式会社の野田会長、野田社
長、黒田市長、長崎県の中村法道知事が出席。野
田会長から会社の沿革についての説明が行われ、野
田社長から平戸市への進出の決め手や平戸市で行わ
れる事業などが語られました。

野田 泰義 会長

野田 太一 社長

黒田 成彦 市長

特 集
　 　メイド・イン・平 戸を世 界 へ 　

会

会

黒田　成彦 市長
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なら自分たちで作ろう」という社風
が表れているなと思います。
　仕事では取引先の要望に「でき
ない」と言うのではなく、「どう
やったら実現できるか」ということ
を考えるようにしています。出来上
がったものがしっかり動くか不安
もありますが、楽しみの方が大き
く、取引先の要望以上のものがで
きた時にやりがいを感じますね。
　他の部署の人も協力的で、自分
のやりたいと思ったことに対して、
応援し、後押ししてくれる会社で
すね。　

　私は山形県出身で、地元の工業
高等専門学校を卒業しました。こ
の会社を知ったのは、在学時に研
究室の先生から勧められたのが
きっかけです。また、学校の先輩
が入社しており、会社の雰囲気や
仕事内容を聞くことができたのも
入社の決め手でした。
　現在は、機械の開発を担当して
おり、最近ではAIを用いた異物検
知装置を開発しました。もともと、
既製品の購入を検討していました
が、高額だったため自分たちで作
ろうという話になりました。「無い

「自分のやりたいことを応援し
　　　　　後押ししてくれる会社です」

「工業系の学校出身でなくても
　　　　　働きやすい職場ですね」

水谷　美里さん
（入社３年目）
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　現在は、金型の小さい部品を機
械を使って加工する仕事をしてい
ます。毎日、その日のスケジュー
ルと目標を設定して、仕事を進め
るように心がけています。突発的
に仕事が入る事もありますが、ス
ケジュール通りに仕事が進み、目
標を達成できた時は嬉しいですね。
　この会社は、年末年始やお盆な
ど長期休暇が長く、休みを取りや
すいです。職場の先輩もわからな
いことがあれば、優しく教えてくれ
るので、働きやすい会社だと思い
ますね。

　もともと車が大好きで、卒業し
た大学は、現在の仕事とは無関係
な分野ではありましたが、自分の
趣味や経験、そしてやる気でやっ
てみようと思い入社しました。
　入社当初は、専門用語や機械の
操作方法が全くわからず不安もあ
りましたが、基礎的な事について
は研修で学ぶことができました。
先輩方も優しく教えてくれるので、
工業系出身でなくても心配しなく
ても大丈夫です。おかげで現在で
は、６種類の機械を操作できるよ
うになりました。

取締役総務部長

今野　秀和さん
こんの　　　　  ひでかず

みずたに　　　　   みさと

平泉　功太さん
（入社６年目）

ひらいずみ　　   　 こうた

KTXを支える若き技術者たち
若き技術者たちが語る入社のきっかけと仕事のやりがいとは

は
、
愛
知
県
で
の
研
修
を
検
討
し

て
お
り
、
本
社
工
場
の
技
術
者
か

ら
基
礎
的
な
事
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
卒
だ
け
で
な
く
中

途
採
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

卒
で
入
っ
た
社
員
の
新
し
い
着
眼

点
や
新
た
な
も
の
を
生
み
出
す
力
、

突
破
力
に
加
え
、
経
験
豊
富
な

中
堅
社
員
の
存
在
も
重
要
で
す
。

　

採
用
に
当
た
っ
て
は
、
工
業
高

校
な
ど
で
会
社
説
明
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
学
生
か
ら
の
評
判
も
良

く
、
学
校
と
も
良
好
な
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
３

月
に
は
早
速
、
鹿
町
工
業
高
校

明
る
く
前
向
き
な
人
材
を

　

弊
社
と
し
て
は
、
前
向
き
で
明

る
い
人
、
弊
社
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
人
を
採
用
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
に
設
立
す
る「
長
崎
平

戸
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
」で
は
、
基

本
的
に
は
、
最
初
に
高
専
・
大

学
卒
の
人
を
採
用
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
工
場
が
軌

道
に
乗
っ
て
か
ら
、
工
業
高
校
な

ど
の
生
徒
を
採
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
す

ぐ
の
社
員
は
な
に
か
と
不
安
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
当
面
の
間

で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
の

学
生
２
人
を
職
場
見
学
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
内
容
の
み

な
ら
ず
、
職
場
や
社
員
の
雰
囲

気
も
感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
会

社
の
雰
囲
気
や
働
き
や
す
さ
を
伝

え
る
場
を
設
け
た
い
で
す
ね
。

働
き
や
す
く
休
み
も
取
れ
る
職

場
環
境

　

弊
社
の
取
引
先
は
大
企
業
が

主
で
す
の
で
、
そ
の
企
業
に
合
わ

せ
た
休
み
に
な
り
ま
す
。
土
日
休

み
に
加
え
、
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
な
ど
は
長

期
休
暇
と
な
り
ま
す
。
中
小
企

業
で
年
間
１
２
０
日
の
休
み
が
あ

る
企
業
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
数
年
に
１
回
は
社
員

旅
行
で
海
外
へ
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
グ
ア
ム
・
台
湾
・
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
へ
行
き
ま
し
た
。
若

い
社
員
も
気
兼
ね
な
く
参
加
し
て

く
れ
て
お
り
、
社
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
大
事
な
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
前
向
き
で
明
る
く
、
弊
社
の
仕
事
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
を
採
用
し
た
い
」

KTXが求める人材像
人事担当者が語る求める人材とKTX株式会社の魅力とは

職場見学をする佐世保工業高等専門学校の学生 休憩中にエアホッケーを楽しむ社員の皆さん 数年に１度、社員旅行で海外へ
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特 集
　 　メイド・イン・平 戸を世 界 へ 　

今
は
何
も
な
い
こ
の
土
地
が

平
戸
か
ら
世
界
へ
と

高
い
技
術
力
を
発
信
す
る
拠
点
と
な
り

新
た
な
起
点
と
な
る

これまでの企業誘致のあゆみ
田平町に平戸市工業団地が完成してから２年。ついに、高い技術力で国内

外から評価を得るKTX株式会社の進出が決定しました。

企業誘致が平戸市にもたらす効果とこれまでの取り組みについて、担当者に聞き

ました。

「夢あふれる未来のまち
平戸」の実現のために

平戸市工業団地（田平町古梶免11番地11）

白石　二也室長

文化観光商工部企業立地推進室
しらいし　           　  つぐや

広報ひらど 令和３年５月号 10Hirado City Public Relations,2021.511

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
制
度
の
充
実
と
地

道
な
営
業
訪
問

　

企
業
誘
致
は
、
雇
用
の
創
出
と
若
者
の

市
内
定
着
に
即
効
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
所
得
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
次
代

を
担
う
産
業
と
働
く
場
を
生
み
育
て
、
平

戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
が
描
く
未
来
像
で

あ
る「
夢
あ
ふ
れ
る
未
来
の
ま
ち
平
戸
」を

実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
の
１
つ
で

す
。

　

市
は
、
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
く
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
助
成
制
度
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
市
へ
立
地
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
高
め
る
と
と
も
に
、
長

崎
県
、
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
連
携
し

た
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

企
業
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
手
を
必
要

と
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
は
高
性
能
・

高
能
率
な
工
作
機
械
な
ど
に
よ
る
生
産
重

視
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇

し
て
も
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
を
踏
ま
え
既

存
工
業
団
地
の
活
用
や
新
工
業
団
地
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、
誘
致
に
か
か
る
助

成
制
度
も
企
業
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
に
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
企
業
は
口
を
開
け
て
待
っ
て
い

て
も
来
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
企
業
誘
致
に

お
け
る
営
業
訪
問
は
必
須
で
す
。
経
済
は

常
に
動
い
て
お
り
、
企
業
は
一
時
も
待
っ

て
は
く
れ
な
い
た
め
、
専
門
知
識
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
さ
え
つ

い
て
行
け
な
い
の
が
現
実
で
す
。
ま
た
企

業
誘
致
は
立
地
が
実
現
し
な
い
と
成
果
は

ゼ
ロ
と
判
断
さ
れ
る
厳
し
い
業
務
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
19
年

度
か
ら
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
に
３
人
の

職
員
を
派
遣
。
県
と
市
が
緊
密
に
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
企
業
誘
致
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

１
，
１
１
１
社
目
の
出
会
い

　

多
く
の
企
業
を
訪
問
す
る
中
で
、
１
，

１
１
１
社
目
の
出
会
い
が
Ｋ
Ｔ
Ｘ
株
式
会

社
で
し
た
。
こ
の
出
会
い
が
実
を
結
ん
だ

の
は
、
市
や
県
、
長
崎
県
産
業
振
興
財
団

だ
け
の
力
で
は
な
く
、
既
存
工
業
団
地
の

活
用
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
新

し
い
工
業
団
地
を
整
備
す
る
た
め
に
理
解

と
協
力
を
し
て
く
れ
た
地
元
の
皆
さ
ん
、

卓
越
し
た
知
識
と
技
術
力
に
よ
り
工
業
団

地
の
設
計
、
造
成
工
事
に
尽
力
い
た
だ
い

た
長
崎
県
土
地
開
発
公
社
と
建
設
業
者
の

皆
さ
ん
、
企
業
情
報
を
頂
い
た
市
民
や
優

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
市
議
会
、
ま

た
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
訪
問
し
た
地
元
企

業
を
は
じ
め
多
く
の
企
業
の
支
援
の
賜
物

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
夢
あ
ふ
れ
る
未
来
の
ま
ち

平
戸
」を
実
現
の
た
め
企
業
誘
致
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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